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１．はじめに

池田（1979）は欲求不満行動の 1つの仮想的な
例として，自販機に硬貨を入れて品物が出てこな

かった場合，2 度目に硬貨を入れて商品のボタン
を押す時の力の強さは，最初の時に比べて強くな

るという予想を挙げている。この場合最初の商品

に対する欲求が 2度目にはより高まっていたため
と考えることができる。すなわち接近動機づけが

高まっていたと考えることができる。

 欲求または接近動機づけを色において考えて

みるなら，それは色の好き嫌い（嗜好性）と相関

があると思われる。すなわち好きな色（接近動機

づけが高い）に対して何かアクションを起こす時

は，その力が強まり，一方嫌いな色（回避動機づ

けが高い）に対するアクションは弱いことが予想

される。

本報告は感圧式ペンタブレット PCを用いて，
ペンによる画面クリックの際のクリック圧の，色

に対する好き嫌いの指標としての可能性，さらに

は感情効果一般の指標の可能性についての予備

的な報告である。

実験参加者は 9分割して提示された PC画面上
のボタンの色（6色）を任意にペンでクリックし，
その時のクリック圧と場所（9 分割上のボタンの
位置）が記録された。一方それら 6色に対する好
き嫌いについて調査をし，その相関を求めた。

 色に対するペンのクリック圧と色の好き嫌い

との間に相関が見られるかどうかを検討するこ

とが目的である。仮説はそれらの間に相関がある

というのが仮説である。

2. 方法

2.1 装置 刺激 
Windows PC に接続された Wacom Cintiq

（感圧式ペンタブレット）を用いた（図 1）。この
タブレットではペン入力が可能であるが，入力の

際の「圧」も出力される。クリック圧の出力の記

録には自作のソフトウェアを用いた。

このソフトは画面上に 3×3 = 9のボタンを表
示し（図 2），ボタンをクリックしたときのボタン
位置およびクリックの強さ（圧）を，ボタンのプ

ロパティ（色）とともに記録する。今回ボタンの

色は白，赤，青，黄色，緑，黒の 6色であった（一
度に提示される色は 1色）。
 順序効果を避けるために，色の提示順は各被験

者でランダムとした。クリック操作はすべてタッ

チペンで行った。

図 1 用いた感圧式ペンタブレット＋PC 

図 2 刺激パターン（赤色の場合） 
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2.2 実験参加者 
 実験参加者は現在のところ学生 14 人である。
全員この種の心理実験の経験はなかった。 

2.3 インストラクションと手続き 

 3×3=9 に分割された，ある色のボタンが表示
されるので，各色 20回のクリックを行った。 
与えられたインストラクションは以下のような

ものであった。時間を空けて同じセッションを繰

り返した。 

 この実験は，ボタンの色によって，クリックさ

れる位置の偏りが変化するかどうかを確かめる

ための実験です。クリックする位置は，できるだ

けランダムに選んで下さい。これは，同じ位置を

続けてクリックされたり，一定の順序でクリック

されると，クリック位置の偏りを検出できないた

めです。また実験機材の保護のため，あまり強く

クリックしたり，必要以上に素早くクリックを繰

り返したりしないようにして下さい。

3．結果 
図 3に色ごとのクリック圧の平均値を示す（縦

軸は出力値のまま）。分散分析の結果，5%以下の
レ ベ ル で 有 意 な 差 が 見 ら れ

(F(5,1194)=2.22,p<.001)，黒がもっとも平均クリ
ック圧が高く，赤がそれについで高かった。

  図 3 色ごとのクリック圧の平均値 

 図 4は実験参加者の色の好き嫌いについての結
果である。6 色について好きな順番に番号を付し
てもらった。縦軸は 6－順位の平均値である。全
員の選択順位が 1位であれば，6-1=5となる。緑 

図 4 色の選択順位（嗜好順位） 

色は平均順位が約 2.5位，白色は約 4位であるこ
とを示す。緑色と青色がもっとも選択され（好ま

れ），黒が最低であった。 
 その順序相関を求めたところ，r =－0.813であ
り，1%レベルで有意な逆相関となった。 
 また図 5～8 はボタンの場所ごとのペンのクリ
ック圧の分布である（それぞれ赤，黒，緑，青の

例）。サンプル数が少ないので断定的なことは言

えないが，図からは中央の段の圧が低いように思

われる。しかしこの結果はインストラクションの

内容にも依存すると思われるので，その分析は今

後の課題としたい。 

図 5 赤のクリック圧の分布 

4．考察 
 今回画面上の色刺激をペンでクリックする場

合，そのクリック圧とその色に対する好き嫌いと

の間には正の相関があるのではないかという仮

説の下に検討したが，仮説が支持されなかっただ

けでなく，まったく逆の結果となった。すなわち

もっとも好きと答えた色に対しては，クリック圧

がもっとも弱く，一方最も嫌いと答えた色に対し

てはクリック圧が最大であった。 
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 この結果についてはさまざまな解釈が可能で

あるが，実験参加者数がまだ少ないこともあり，

あまり断定的な結論は下さいない方がいいよう

に思われる。しかし暫定的にせよこれだけ明瞭な

傾向が得られたことから，ペンのクリック圧が感

情の行動指標として有望であることが窺われる。 
 以下この方法を感情の測定法として用いる際

の考慮しなければならないと思われる点につい

て記す。 

図 6 黒のクリック圧の分布 

図 7 青のクリック圧の分布 

図 8 緑のクリック圧の分布 

（1）色差感情と行動的指標：
心理学における感情の測定法は，しばしば質問紙

法などによる主観的評価，非言語行動などの行動

的指標および脳波などの生理的方法に分けられ

る（樋口，2014）。本報告の方法，ペンのクリッ
ク圧はその中の行動的方法に入ると思われる。行

動的指標は，ある種の感情の身体的な表出である。

一方色彩に対する感情は，身体的な表出を伴う強

い感情（emotion）や長時間持続する気分（mood）
などと異なり，感覚に付随する感覚的感情

（sensory feeling）として分類される（柳瀬・近
江，1987）。もし今回の結果が事実であるとする
なら，色彩に対する感情を行動的な指標としての

ペンのクリック圧によって捉えることが可能と

言える。

（2）色の「好き嫌い」について：
色に付随しやすい感情とそうでない感情とがあ

り，好き嫌いの感情はちょうど中間に入る（柳瀬，

1982）。したがって色に対する好き嫌いの感情は
元来表れにくいことが予想される。しかし今回の

結果はペン圧は色の好き嫌いをも捉え得る可能

性を示した。今後好き嫌いの感情以外の感情につ

いてその相関を検討する必要があろう。 
（3）インストラクションについて：

今回行ったインストラクションに含まれる「・・・

また実験機材の保護のため，あまり強くクリック

したり，必要以上に素早くクリックを繰り返した

りしないように・・・」という教示によって，実

験参加者はクリック圧のレベルを均一にするよ

うな，あるいは何か他の努力を行ってしまった可

能性がある。感情を扱う以上インストラクション

には細心の注意を払う必要があろう。 
（4）刺激布置について：

今回は一度に同じ色を刺激として提示したが，9
分割された各部分にそれぞれ異なった色を提示

することが考えられる。この場合場所効果が生じ

ると予想されるが，何らかの方法でカウンターバ

ランスすることは可能であろう。

（5）ペンによるクリック圧の精度：
ペンによるクリック圧がどの程度正確に記録さ

れるのか，今回は校正していないが，将来は校正

する必要があろう。  

 最後にクリック圧には有意な順序効果が見ら

れた（図 9）。図 9を見てみると，最初の刺激が提
示された時が，最もクリック圧が低く，徐々にク

リック圧が上昇して 5番目の刺激が提示された時
に最高値を記録した後，若干の低下を見せている。
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つまり，最初は実験動作に慣れていないためか，

クリック動作が慎重になり，試行を重ねるにつれ

て上昇するものと思われる。

 従って，同種の実験を行う場合には，本実験の

ように，提示する刺激の提示順をランダムにする

か，ある程度実験参加者が慣れるまで，予備的な

試行を行っておく必要があるといえるだろう。 

図 9 刺激の提示順によるクリック圧の変化 
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